
 

 

 

今年の梅雨入りはゆっくりでしたね。 

1 学期も残り 1 か月となりましたが、充実した毎日を送れているでしょうか。日中と夜の気温差が激し

く、体調を崩している人もたくさんいるようです。ようやく梅雨入りして、今年の夏は猛暑になるとの予報。

これから来る夏に備えて、しっかり体調を整えていきましょう。 

流行の恐れ！夏場に多い感染症   

 この夏、全国的に流行が心配されている病気があります。『咽頭結膜熱（プール熱）』と『手足口病』です。

それぞれ異なるウイルスが原因で、飛沫感染・接触感染の恐れがあるため、だれでもかかる可能性があり、

注意が必要です。まずは基本的な予防のためのうがい・手洗いを進んで行うことと、生活を整えて病気に負

けない体力をつけておきましょう。 
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咽頭結膜熱（プール熱） 

アデノウイルスが原因の学校感染症。のどの痛みと発熱、結膜炎が主な症状。 

それらの症状がなくなり、2日経過するまで学校は出席停止扱いとなる。 

タオルを共有したり、患者が触ったドアノブなどを触ることで感染することが 

あり、手洗いを忘れないことが予防のポイント。 

 

 

 
手足口病 

コクサッキーウイルスが原因の感染症。発熱、口内炎、手足の水疱が主な症状。 

大人は重症化しやすい。症状がおさまっても、便などにウイルスが残って出て 

くるため、トイレの後の手洗いが不十分だと感染を広める恐れがある。 

 

 

 

 

 

 


